
清和研パーティー券の還付金問題について（ご報告） 

 

 清和研のパーティー券還付金問題に関する報道を受け、当事務所の清和

研のパーティー券を担当していた政策秘書から聞き取り調査をした結果、

当事務所も還付金を受領していたことが判明しましたのでご報告いたし

ます。 

政策秘書は、当事務所における還付金の処理について、報告資料のとお

り、清和研に「寄附として処理して欲しい」との要請を行ったものの、拒

否され、政治資金収支報告書に記載しないようにと指示を受けました。 

その結果、還付金は全額を翌年以降の清和研のパーティー券購入費用に

充当されました。これは政策秘書が誠実に悩み抜いた結果の処理方法でし

た。 

現在、還付金残高は「０」であり、一切の流用や裏金の蓄積は行ってい

ないことは間違いありません。このことは検事にも理解していただいてお

ります。                     

今回の問題は、政策秘書が独自の判断で行ったことではありますが、私

が監督不行き届きであったことを痛感し、議員としての道義的責任を強く

感じています。 

従って、国会役職である「参議院政治倫理の確立及び選挙制度に関する

特別委員長」の職を辞することにしました。 

 国民の皆様には深い政治不信を抱かせるような問題が発生したことを

心からお詫び申し上げます。 

 自民党の信頼回復のため、私自身が改善し、制度やルールの見直しにも

積極的に取り組むことをお約束いたします。国民の信頼に応えるべく、全

力で務めてまいります。 

 

令和６年１月 31日 

                    

参議院議員   

           


